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みやき町みやき町みやき町

です。です。です。

　各庁舎、こすもす館のテレビで、議会中継を

行っています。インターネットでも視聴できます。

みやき町議会中継 検索

シリーズシリーズ  農業　田植え  農業　田植え
（最終ページに表紙写真の紹介を載せています）（最終ページに表紙写真の紹介を載せています）



令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会

令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会
　

５
月
12
日
に
臨
時
会
が
行
わ
れ
、
専
決
処
分
事
項
２
件
と
補
正
予
算
１
件
を
審
議
し
、

い
ず
れ
も
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

専決処分

専決処分

税条例の一部改正の
専決処分の承認を求めること

国民健康保険税条例の一部改正の
専決処分の承認を求めること

　地方税法等の一部改正に伴う、4月1日からの

みやき町税条例の一部改正

●個人の町民税に係るもの

●法人の町民税に係るもの

●たばこ税に係るもの

●固定資産税に

　係るもの

●軽自動車税に

　係るもの

　地方税法施行令等の一部改正に伴う、4月1日

からのみやき町国民健康保険税条例の改正

●国民健康保険税の課税限度額の引き上げ

●国民健康保険税課税額の軽減措置の拡充

承　認

承　認

納付書様式の改正

大規模修繕マンションの税減額

臨時的軽減措置の削除
グリーン化特例期限の延長
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※専決処分とは？

　町長が議会に代わって

意思決定を行うこと。

　緊急を要する案件で、

議会を招集して議決を経

ている間にその時期を過

ぎてしまうような、やむ

を得ない場合に限り許さ

れます。

　今回は、地方税法等の

改正が令和５年３月31日

に公布され、翌日の４月

１日を施行日とする改正

が必要であったため、議

会を招集する時間的余裕

がないとして法の規定に

より専決処分が行われま

した。

　町長が専決処分をした

ときは次の議会で報告し、

承認を求めなければなら

ないとされています。

■一部改正の比較表

区　　　　　　分 令和４年度 令和５年度

限
度
額

基礎課税分（医療分） 650,000円 650,000円

後期高齢者支援金分 200,000円 220,000円

介護納付金分 170,000円 170,000円

軽
減
額

５割軽減（判定所得の加算額） 一人当たり 285,000円 290,000円

２割軽減（判定所得の加算額） 一人当たり 520,000円 535,000円

引上げ

拡　充

臨
時
会
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一
般
会
計

一
般
会
計

補
正
予
算

補
正
予
算

　

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ 

２
億
４
６
８
８

万
９
千
円
を
追
加
し
、
予
算

の
総
額
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
５
０
億
１
９
８
３
万

１
千
円
と
す
る
補
正
。

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

→みやきPayポイントの付与

・住民税非課税世帯に対し1世帯あたり３万円分のみやきpayポイントを付与

・中学生以下の児童1人あたり２千円分のみやきpayポイントを付与

・町民１人あたり５千円分のみやきpayポイントを付与

・低所得の子育て世帯の児童一人あたり一律5万円を支給

　（町内の対象児童数300人の見込み）

２億3,106万円

1,582万9千円

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業

子育て世帯生活支援特別給付金事業
低所得の子育て世帯に対する

全員賛成

街かど街かど

インタビューインタビュー

広報委員が　　　に出て

インタビューしてきました！

通学支援バスを待っていた高校生通学支援バスを待っていた高校生

街

通学支援バスが利用できて
家族の送迎がなくなり、

負担が減った☺

本数が少ないので、

増やしてほしい！

みやき町の
いいところは？

改善してほしい点は？

臨
時
会



令
和
５
年
第
２
回
定
例
会

令
和
５
年
第
２
回
定
例
会
　

６
月
定
例
会
は
６
月
６
日
か
ら
13
日
ま
で
行
わ
れ
、
報
告
２
件
、
契
約
２
件
、
条
例
改

正
と
補
正
予
算
各
１
件
な
ど
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
同
意
・
可
決
し
ま
し
た
。

報　告
確　認

※繰越明許費とは？

　その年度の歳出予算のうち、諸々の事由

により支出の完了しない見込みのものを、

翌年度に繰り越して使用できるようにした

もので、町長は次の議会に報告しなければ

ならないとされています。

繰
越
明
許
費

繰
越
明
許
費

　

繰
越
計
算
書
の
報
告

　

繰
越
計
算
書
の
報
告

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る

不
安
定
な
世
界
経
済
に
よ
り
、
物
価
高
・

資
材
不
足
と
な
り
、
み
や
き
町
に
お
い
て
も

多
く
の
事
業
に
影
響
が
出
ま
し
た
。

グループホーム整備事業において、
資材高騰、入札不落のため

直代幹線水路法面工事において、
工期不足のため

町道板部中津隈線道路拡幅におい
て、NTTの電柱移設に伴う資材不
足のため

学校ICT推進無線ＬＡＮ整備におい
て、資材不足のため

下水道管敷設工事において、資材不足
のため

簑原地区機能強化更新事業において、
工期不足のため

※金額は千円以下切り捨てで
　表示しています

4,870万円

854万円

3,186万円

4,378万円

2億3,000万円

1,120万円

社会福祉費

農業費

道路橋りょう費

教育総務費

下水道事業費

農業集落排水事業費
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整備中のグループホーム

道路拡幅工事

定
例
会



物品売買契約

工事請負契約

町内全小中学校の電子黒板と
電子黒板用パソコンの購入

公共下水道綾部南地区汚水管築造工事

学級数の増加や必要な機器更新に対応するための整備　1,298万円（消費税込み）

綾部公民館南側の県道に下水道管を埋設する工事　１億725万円（消費税込み）

［契約の相手方］　株式会社 野口機工建設

賛成 12
反対  １

ＩＴを使う教員の技術的指

導はどうか？　しっかり活

用するため指導力強化に力

を尽くしてもらいたい！

答 指導技術は上がってきて

いるが、個人差がないよう、

今後も様々な機会で研修を

行っていく。議員の視点

物品売買契約 条例改正学校給食センター
備品購入

税条例の一部改正

耐用年数が経過したコンビオーブン・

真空冷却器の購入

　902万円（消費税込み）

固定資産税の納期を変更
第１期納期　４月１日から30日まで
　　　　　　　　　　

⇒

　　　　　　５月１日から31日まで
� （来年度から適用）

全員賛成 全員賛成

全員賛成
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第１期の納期が変更されました

教育長

定
例
会
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賛成議員

一
般
会
計

一
般
会
計

補
正
予
算

補
正
予
算

　

６
６
２
３
万
８
千
円
を
追
加
し
、

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
５
０
億
８
６
０
６
万
９
千
円
と
す

る
補
正
。

　

債
務
負
担
行
為
※

と
し
て
、
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に
限
度
額
９
億

４
１
６
６
万
１
千
円
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。

９億4,116万1
千円

（令和６～７年度
）

債務負担行為
※

多目的人工芝グラウンド及び調整池整備事業

賛成  11
反対   ２人工芝グラウンドイメージ

注目事業

質 疑

意 見

討 論

採 決

議員. 今回の提案は前回より施設水準が下がっ
ている。サブグラウンドは土となる提案だが、
メイングラウンドでフットサルはできるか。

課長. グラウンド利用の在り方は、今後、
　議会と協議し、できる限り
　住民のニーズに沿った
　施設整備を進めて
　いきたい。

議員. 老人クラブなどの、グラウンド
使用料の減免は考えているか。

課長. 議決後の業者の整備提案内容を
見て、議会と一緒に運営のあり方を
協議したい。町直営となれば同じ取
扱いをしないといけないと考える。

議員. 財源に充当できる補助金・交付金はどのくらい想定できるか？
課長. 施設整備費で換算すると、社会資本整備総合交付金、toto助
成金など合わせて約62％、５億１千万円程度が充当される見込み。

反対
議員

賛 成 多 数 で賛 成 多 数 で

　 　 原 案 可 決 ！
　 　 原 案 可 決 ！

・維持管理費を除いて提案されている

・水害対策にならない

・子どもたちとの約束を反
ほ ご

故にできない

・水害対策を本格的に取り組む第一歩

・将来の子どもたちへの財産として、町民の

　スポーツ振興として、町の活性化となる

※債務負担行為とは、将来にわたる債務（支払義務）
を約束するため限度額を定めておくこと

　議員. 一昨年の９月頃から十数回にわたって全員協議会で意見交換し、
合意形成を目指してきた。開発予定の土地があること、調整池が必要な
ことは認識しているが、初期投資が多額であると反対してきた。
　今回の提案で、当初から３億円強の減額がなされ、執行部の熱意に感
激している。交流人口を増やすよう、また、ふるさと納税の宣伝塔になっ
てもらうよう前向きに推進すべき。

定
例
会



選　任

選　任

選　任

固定資産評価審査
委員会委員

教育委員会教育長

農業委員会委員

　委員の任期が令和５年６月30日で満

了するため、選任することに議会の同意

を求めるもの。

岡　　耕司　氏　（原古賀区）

小栁　武久　氏　（本分区）

諸永　善藤　氏　（東尾区）

　教育長の任期が令和５年６月30日で

満了するため、選任することに議会の同

意を求めるもの。

一木　徹也　氏　（笹野区）

　委員の任期が令和５年７月19日で満了

するため、任命することに議会の同意を

求めるもの。

馬郡文男氏（香田）	 福田安信氏（土井外）

綾部勝年氏（簑原）	 岡　龍道氏（持丸）

堤　義彦氏（原古賀）	大川定道氏（市武）

碇　朝男氏（高柳）	 中島一博氏（新村）

宮原史己氏（東尾）	 吉丸広泰氏（続命院）

寺田宏澄氏（西尾）	 寺田一義氏（東津）

原　修身氏（中津隈西）	佐々木伸昌氏（板部）

中島正則氏（江口）	 山内しげ子氏（大坂間）

松尾和明氏（豆津）	 北原正也氏（市原）

池田正清氏（市原）	 山﨑清邦氏（松枝）

古村正典氏（西分）	 太田幸代氏（中津隈西）

城野松夫氏（田中）	 橋本礼子氏（南島）

全員同意

全員同意

全員同意

再任

再任

再任

新任
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人
事
人
事

補正予算

意見書

下水道事業特別会計補正予算
（第１号）

　153万４千円を追加し、予算の総額を

歳入歳出それぞれ

12億1,038万５千円とする。

全員賛成

全員賛成

その１　中学校・高校も　　　　人

　　　　学級に！

　　　　あわせて教職員の定数

　　　　改案を！

その２　全国どこの学校でも平等な

教育を受けられるよう国の補助（負

担金）を現行の1/3から1/2に増額

すること！

2024年度予算に盛り込むように、
議会から国に対し意見書を提出し
ました。

意見書全文は
☜こちら

35

増

みやき町の
子どもたちのために

　　を実現したい‼
豊かな学

び
 

定
例
会
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一般質問とは、定例会において議員が町の行財政全般について、町と政策討論するものです。
令和５年第２回定例会の一般質問は８人が行いました。
各議員のページには、『ＱＲコード』と『ＳＤＧｓの17目標のロゴマーク』を掲載しています。
ＱＲコードからは録画映像をご覧いただけますので是非ご利用ください。　（掲載は登壇順）

町政を問う町政を問う一般質問一般質問

P12 P11 P10 P ９

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

グ
リ
ー
フ
ケ
ア

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　

栽
培

天
建
寺
住
宅

ワ
ン
ヘ
ル
ス
推
進

浸
水
被
害
対
策

P16 P15 P14 P13

み
や
き

な
で
し
こ
ク
ラ
ブ

監
査
報
告
書

三
根
東
小
学
校

　
　
　

通
学
路

Ｂ
＆
Ｇ

　

手
直
し
工
事

皆さんの関心の
あるテーマは
どの項目ですか？

街かどインタビュー街かどインタビュー 町民のみなさんの生の声を

広報委員が 　　に出て
インタビューしてきました！

町内在住の
70代女性トマト館にお住まいのご夫妻

街

メディカルコミュニティセンターが
でき、プールともつながって便利に
なった。

子どもの声がよく聞けて、挨拶して
くれるので力をもらっている。
健幸大学に夫婦で参加し、共通の話
題ができてよく話すようになった。

トマト館に引っ越し
てきたので、空き家
の管理が大変

安く食べられる軽食
の店があるといい。

みやき町に住んで良かったことは？

困っていること、不安なことは？

他に期待する点は？

みやき町のいいところは？

一
般
質
問
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問　

町
内
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
へ
の
支
援
の

現
状
は
。

答　

Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
※

を

行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
へ
の
不
妊
・

去
勢
手
術
費
の
補
助
を

行
っ
て
い
る
。

問　

本
町
に
お
け
る

「
命
を
大
切
に
す
る
授

業
」
の
な
か
で
、
ワ
ン

ヘ
ル
ス
の
概
念
を
持
っ

た
授
業
を
行
っ
て
頂
き

た
い
。

答　

動
物
愛
護
団
体
等

の
活
動
内
容
の
紹
介
な

「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
※

推
進
宣
言
」
を
行
っ
て
ほ
し
い

強
く
賛
同
す
る
の
で　

前
向
き
に
検
討
す
る

問答

岸
の
樋
管
工
事
と
、
江

口
北
橋
下
流
部
の
護
岸

工
事
を
計
画
中
。

・
切
通
川
…
県
道
北
茂

安
三
田
川
線
の
中
津
隈

橋
工
区
の
工
事
を
実
施

中
。

　

今
後
、
上
流
に
向
け

改
修
工
事
を
計
画
中
。

問　

今
年
度
の
河
川

浚し
ゅ
ん
せ
つ渫
※

計
画
は
。

答　

寒
水
川
に
お
い

て
県
道
北
茂
安
三
田
川

線
か
ら
国
道
34
号
の
間

で
３
カ
所
、
通
瀬
川
の

上
流
部
で
１
カ
所
、
切

通
川（
上
峰
町
）で
２
カ

所
、井
柳
川
で
２
カ
所
、

そ
の
他
に
も
六
田
川
、

大
島
江
川
で
も
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫
を

計
画
し
て
い
る
。

問　

今
年
度
の
河
川
改

修
工
事
の
計
画
は
。

答　

・
寒
水
川
…
西
尾

橋
上
流
の
大
井
手
堰
を

改
修
中
。

　

今
後
、
護
岸
工
事
の

発
注
を
計
画
中
。

・
通
瀬
川
…
県
道
江
口

東
尾
線
の
下
流
部
で
右

岸
側
の
護
岸
工
事
を
実

施
中
。

　

今
年
の
秋
以
降
、
対

ど
、
道
徳
・
理
科
の
授

業
に
係
る
発
展
的
な
題

材
と
し
て
検
討
し
た
い
。

捕獲した子ネコ

手術を終え地域に帰るネコ

※
ワ
ン
ヘ
ル
ス
（O

n
e

　

H
e

a
lth

）
と
は
…

　
「
人
の
健
康
」「
動
物
の
健
康
」「
環
境
の
保
全
性
」
を

一
つ
の
健
康
と
捉
え
、
一
体
的
に
守
っ
て
い
く
と
い
う

考
え
。

※
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
と
は
…

　

地
域
猫
を
一
時
保
護
し
、
不
妊
・
去
勢
手
術
を
動
物
病

院
で
施
し
、
元
の
地
域
に
返
す
と
い
う
も
の
。

※
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
と
は
…

　

川
底
な
ど
に
堆
積
し
た
土
砂
を
す
く
い
取
り
、
水
深
を

確
保
す
る
こ
と
。

浸
水
被
害
対
策

末
すえつぐ

次　　優
ゆう

 議員

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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問　

天
建
寺
町
営
住
宅

の
落
成
式
が
行
わ
れ
た

ば
か
り
だ
が
、
各
箇
所

に
不
備
の
声
が
あ
が
っ

て
い
る
。

・
雨
樋
の
配
水
管
が
各

階
で
切
れ
て
い
る
た
め

通
路
に
雨
水
が
飛
び
散

る・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
出
入

り
口
は
雨
水
が
溜
ま
る

・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
正
面
戸
は

ス
ト
ッ
パ
ー
が
な
く
閉

開
で
あ
た
る
音

・
床
や
ド
ア
に
傷
、
汚

れ
が
あ
る
。
壁
は
薄
く

傷
つ
き
や
す
く
押
し
ピ

ン
で
止
め
て
い
い
か

・
網
戸
と
格
子
が
風
で

あ
た
り
ぶ
つ
か
る
音

・
退
去
時
、高
額
な
「
改

修
費
請
求
」が
あ
る
と

聞
く

　

入
居
時
の
点
検
確
認

は
必
須
、基
準
の
周
知
を
。

答　

寄
せ
ら
れ
て
い
る

苦
情
箇
所
は
し
っ
か
り

対
応
し
て
い
き
た
い
。

げ
、前
町
長
の
自
己
判
断

で
決
め
ら
れ
業
務
が
遂

行
さ
れ
て
い
た
こ
と
な

ど
、調
査
は
さ
れ
た
の
か
。

答　

議
員
か
ら
の
指
摘

や
監
査
委
員
か
ら
の
公

平
・
公
正
に
行
う
べ
き

と
の
報
告
を
踏
ま
え
疑

惑
が
持
た
れ
ぬ
よ
う
再

発
防
止
に
努
め
た
い
。

結
論
と
し
て
返
礼
品
納

入
業
者
募
集
要
綱
を
新

た
に
策
定
、
広
く
事
業

者
に
周
知
し
て
い
る
。

問　

②
「
令
和
２
年
度

一
般
会
計
に
お
け
る
加

湿
器
・
空
気
清
浄
機
購

入
に
か
か
る
事
務
執
行

の
適
否
に
つ
い
て
」は
、

コ
ロ
ナ
禍
緊
急
性
が
あ

新
設
天
建
寺
住
宅
不
備
の
点
検
を

苦
情
箇
所
し
っ
か
り
対
応
す
る

問答

す
る
法
人
の
代
表
取
締

に
就
任
し
て
い
た
こ
と

の
適
否
に
つ
い
て
」は
、

「
適
法
性
に
つ
い
て
断

言
は
で
き
な
い
が
、
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
で
の

返
礼
品
取
扱
業
者
で
あ

り
、
町
と
多
額
の
商
行

為
を
継
続
的
に
行
っ
て

い
た
こ
と
は
事
実
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
当
時
の

副
町
長
が
法
人
の
代
表

取
締
役
に
就
任
し
て
い

た
こ
と
は
不
適
当
で
あ

っ
た
」
と
報
告
し
た
。

不
適
当
な
ら
代
表
取
締

役
と
副
町
長
の
給
与
ニ

重
受
給
に
つ
い
て
、
返

還
を
検
証
す
べ
き
で
は
。

答　

今
回
の
報
告
は
執

行
部
側
の
体
制
に
不
備

が
な
い
か
公
正
・
公
平

な
行
政
体
制
を
整
え
ら

れ
る
か
ど
う
か
特
別
監

査
を
お
願
い
し
た
。
今

後
も
疑
義
が
生
じ
れ
ば

調
査
は
行
っ
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
監
査
報
告

て
調
査
報
告
を
求
め
て

い
た
件
で
監
査
報
告
書

（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）が
公
開
さ
れ
た
。

こ
の
件
で
質
問
す
る
。

①
「
平
成
29
年
度
及
び

30
年
度
の
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
及
び
返
礼
納

入
業
者
選
定
等
に
か
か

る
事
務
執
行
の
適
否
に

つ
い
て
」
は
監
査
委
員

は
「
要
綱
や
返
礼
率
決

定
基
準
等
を
制
定
し
、

よ
り
公
正
・
公
平
に
行

う
べ
き
で
あ
っ
た
」と
し

た
。
当
時
副
町
長
を
社

長
と
す
る（
株
）み
ね
CC

や
前
町
長
の
友
人
・
身
内

が
役
員
と
す
る
会
社
が

大
き
な
売
り
上
げ
を
あ

り
「
随
意
契
約
」
は
適

正
で
あ
っ
た
、と
報
告
。

　

例
外
規
定
の
随
意
契

約
を
積
極
的
に
認
め
る

こ
と
は
財
務
規
律
の
緩

み
に
つ
な
が
る
。規
定
・

規
約
の
整
備
は
最
低
限

必
要
で
は
。

答　

み
や
き
町
随
意
契

約
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作

成
し
全
職
員
に
周
知
。

契
約
ご
と
の
内
容
・
性

質
・
目
的
・
経
済
性
・
緊
急

性
等
を
総
合
的
に
検
証

し
、
慎
重
に
判
断
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

問　

③「
元
副
町
長
が
、

平
成
30
年
２
月
か
ら
令

和
２
年
４
月
ま
で
、
み

や
き
町
に
物
品
を
納
入

益
ます

田
だ

　　清
きよし

 議員

４
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前

全
面
水
た
ま
り

問　

町
長
が
町
監
査

委
員
に
「
ふ
る
さ
と
納

税
事
務
執
行
」
に
つ
い

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　

感
染
症
に
つ
い
て

問　

町
内
の
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
栽
培
の
取
組
件

数
・
品
目
・
栽
培
面
積

と
振
興
に
関
す
る
政
策

や
町
の
取
組
状
況
は
。

答　

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証

を
取
得
さ
れ
て
い
る
方

が
２
件
で
、
施
設
園
芸

で
葉
物
野
菜
・
ハ
ー
ブ

等
約
30
種
類
の
品
目
を

約
１
・
５
ha
栽
培
さ
れ

て
い
る
。
有
機
米
に
関

し
て
は
認
証
取
得
に
つ

い
て
１
件
の
相
談
が
あ

っ
て
お
り
、
ま
た
、
栽

培
基
準
を
満
た
さ
れ
て

い
る
農
家
が
複
数
お
ら

れ
る
よ
う
だ
。
町
に
お

い
て
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

宣
言
に
向
け
、
生
産
者

や
消
費
者
を
交
え
た
勉

強
会
を
昨
年
８
月
よ
り

開
催
し
て
い
る
。
今
後

は
、
生
産
・
消
費
・
流

通
の
分
野
ご
と
に
検
討

調
査
を
行
い
、
そ
れ
を

円
滑
に
結
ぶ
た
め
、
み

や
き
町
有
機
農
業
推
進

協
議
会
の
発
足
に
向
け

準
備
を
進
め
て
い
る
。

問　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ

レ
ッ
ジ
宣
言
に
向
け
町

長
と
し
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

答　

農
水
省
は
み
ど

り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
を
掲
げ
、
そ
の
中
の

一
つ
と
し
て
、
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
・
有
機
農
法
の

推
進
を
打
ち
出
し
て
い

る
。
み
や
き
町
の
農
業

も
高
齢
化
・
担
い
手
不

足
・
遊
休
農
地
が
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
今
の

大
規
模
経
営
に
向
け
た

慣
行
農
法
に
加
え
、
遊

休
農
地
を
活
用
し
た
有

機
野
菜
栽
培
な
ど
の
取

り
組
み
や
す
い
選
択
肢

を
増
や
す
こ
と
は
、
町

の
農
業
振
興
に
と
っ
て

も
大
事
な
も
の
で
あ
る

と
思
う
。
ま
た
協
議
会

は
、
生
産
者
・
行
政
・

県
・
商
工
団
体
・
経
済

団
体
・
農
協
・
教
育
機

関
・
民
間
団
体
を
巻
き

込
ん
で
生
産
か
ら
出
口

ま
で
を
協
議
で
き
る
場

と
し
て
、
設
立
を
目
指

す
。

問　

有
機
栽
培
の
振
興

の
た
め
の
出
口
戦
略
と

し
て
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

給
食
の
導
入
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

答　

勉
強
会
の
中
で
の

課
題
と
し
て
学
校
給
食

と
い
う
選
択
肢
が
あ
れ

ば
、
若
手
が
有
機
農
業

に
シ
フ
ト
す
る
と
き
に

取
り
組
み
や
す
い
と
の

意
見
も
あ
る
。
他
の
自

治
体
で
は
地
域
の
農
家

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
（
有
機
）
栽
培
に
つ
い
て

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
に
向
け
て

　
　
　

協
議
会
の
設
立
を
目
指
す

問答

問　

感
染
症
法
上
に
お

い
て
２
類
か
ら
５
類
へ

の
移
行
に
伴
い
、
何
が

ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た

の
か
。

答　

法
律
に
基
づ
き
、

行
政
が
様
々
な
要
請
・

関
与
し
て
い
く
仕
組
み

か
ら
、
個
人
の
選
択
を

尊
重
し
自
主
的
な
取
り

組
み
を
基
本
と
す
る
対

応
と
な
っ
た
。

　

感
染
の
疑
い
が
あ
る

場
合
の
検
査
や
診
療
に

つ
い
て
は
、
発
熱
外
来

中
心
で
対
応
し
て
き
た

が
、
広
く
一
般
の
医
療

機
関
に
順
次
拡
大
さ
れ

て
い
く
。

　

治
療
費
や
検
査
費
は

一
部
を
除
い
て
公
費
負

担
が
終
了
し
、
他
の
疾

病
と
同
じ
く
保
険
診
療

と
な
り
、
自
己
負
担
が

発
生
す
る
。

有機栽培の畑

と
連
携
し
て
有
機
栽
培

の
米
・
野
菜
を
産
業
に

つ
な
げ
ら
れ
て
お
り
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
は

子
ど
も
の
食
育
、
地
産

地
消
、
教
育
に
も
非
常

に
役
立
つ
も
の
だ
と
理

解
し
て
い
る
。
今
年
、

き
れ
い
な
環
境
を
好
む

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛
来
し

た
こ
と
も
あ
り
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
給
食
と
い
う
よ

う
な
と
こ
ろ
も
目
指
し

て
、
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。

武
たけ

田
だ

　光
みつ

邦
くに

 議員

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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問　

帯
状
疱
疹
を
発
症

す
る
高
齢
者
が
急
増
し

て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
で
予
防
で
き
る
が
自

己
負
担
で
４
万
円
、
町

民
に
は
大
き
な
ハ
ー
ド

ル
。
現
時
点
で
１
９
０

自
治
体
が
公
費
助
成
導

入
。
本
町
も
費
用
助
成

が
で
き
な
い
か
、
及
び

現
在
の
国
の
検
討
状
況
、

佐
賀
県
内
で
の
助
成
状

況
を
伺
う
。

答　

令
和
４
年
８
月
に

国
の
小
委
員
会
が
開
催

さ
れ
「
期
待
さ
れ
る
効

果
や
導
入
年
齢
に
関
し

て
、
引
き
続
き
検
討
を

要
す
る
」
と
議
論
さ
れ

た
。
県
内
で
は
費
用
助

成
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
な
い
。

問　

国
の
動
き
や
県
内

の
状
況
を
受
け
て
、
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
費
用

助
成
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
伺

う
。

答　

町
独
自
で
の
費
用

助
成
実
施
は
早
急
に
は

考
え
て
い
な
い
が
接
種

の
機
会
の
確
保
は
必
要

で
あ
る
と
捉
え
、
国
の

る
。
流
産
や
死
産
な
ど

を
経
験
さ
れ
た
女
性
等

を
含
め
て
本
町
で
は
、

子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、産
後
ケ
ア
・

産
婦
健
康
診
査
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。

問　

今
後
、流
産
や
死
産

を
経
験
な
さ
っ
た
方
々

に
対
す
る
周
産
期
の
グ

リ
ー
フ
ケ
ア
を
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く

か
伺
う
。

答　

大
変
繊
細
な
内
容

の
相
談
対
応
に
な
る
。

国
や
県
が
主
催
す
る
研

修
会
に
職
員
を
積
極
的

に
派
遣
し
、
今
後
の
相

談
支
援
体
制
の
充
実
を

図
り
、
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

活
動
の
地
域
団
体
と
も

連
携
し
、
交
流
で
き
る

場
や
相
談
窓
口
の
情
報

の
発
信
な
ど
広
く
周
知

す
る
。

動
向
を
注
視
し
て
、
今

後
、
国
の
決
定
に
基
づ

き
、
定
期
予
防
接
種
化

の
際
は
迅
速
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。

　

今
回
も
費
用
助
成
導

入
に
は
至
ら
な
か
っ
た

が
、
国
の
定
期
予
防
接

種
化
を
強
く
早
急
に
望

む
と
と
も
に
引
き
続
き

費
用
助
成
導
入
を
推
進

し
て
い
く
。

問　

大
切
な
人
を
失
っ

た
悲
し
み
か
ら
立
ち
直

る
手
段
と
し
て
、「
グ

リ
ー
フ
ケ
ア
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
と
知
っ

た
。
周
産
期
グ
リ
ー
フ

ケ
ア
と
は
ど
う
い
う
も

の
な
の
か
、
ま
た
町
内

で
把
握
さ
れ
て
い
る
死

産
の
数
を
伺
う
。

答　

流
産
や
死
産
等
で

お
子
さ
ん
を
亡
く
さ
れ

た
母
親
や
家
族
へ
の
悲

嘆
家
庭
に
寄
り
添
う
ケ

ア
の
こ
と
。
届
け
出
の

数
は
平
成
30
年
度
か
ら

令
和
４
年
度
の
５
年

間
で
14
件
と
な
っ
て
い

る
。

問　

周
産
期
グ
リ
ー

フ
ケ
ア
の
支
援
団
体
の

方
々
よ
り
流
産
、
死
産

を
含
め
た
赤
ち
ゃ
ん
を

亡
く
し
た
家
族
へ
の
支

援
が
日
本
の
母
子
保
健

の
枠
組
み
か
ら
抜
け
落

ち
て
い
る
と
の
指
摘
が

あ
っ
た
。
母
子
保
健
法

の
中
で
ど
の
よ
う
な
位

置
づ
け
を
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答　

周
産
期
グ
リ
ー

フ
ケ
ア
は
母
子
保
健
法

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
費
用
助
成
実
施
を
！

費
用
助
成
実
施
、早
急
に
は
考
え
て
い
な
い

問答

目
め

野
の

さとみ 議員

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に

　
　
　
　
　

つ
い
て

健幸長寿のまち宣言

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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問　

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
西

側
町
道
は
、
施
設
完
成

後
、
直
ち
に
事
前
準
備

し
て
い
く
と
い
う
事
で

あ
っ
た
が
、
完
成
後
既

に
２
年
過
ぎ
た
が
、
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
、２
点
ほ
ど
伺
う
。

　

北
茂
安
運
動
広
場
代

替
建
設
計
画
及
び
、
町

道
西
側
拡
幅
計
画
、
電

柱
移
転
の
、
そ
の
後
の

進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
伺

う
。

答　

町
道
東
石
貝
市
原

線
の
拡
幅
は
、
石
貝
区

よ
り
、
道
路
拡
幅
を
行

ま
で
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
今
後
も
粘
り
強
く

交
渉
を
継
続
し
て
い

く
。

有
識
者
と
建
設
業
者
・

塗
料
メ
ー
カ
ー
及
び
設

計
業
者
等
で
調
整
会
議

を
行
っ
て
お
り
、
新
た

な
工
法
に
つ
い
て
も
検

証
が
必
要
の
た
め
、
し

っ
か
り
協
議
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
西
側
町
道

　
　
　
　
　

拡
幅
計
画
、
電
柱
移
転
は

町
道
の
拡
幅
、
又
は
西
側
の
水
路
蓋
等
を
検
討
し
た
い

問答

肢
を
考
え
る
状
況
で
あ

り
、
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
北

側
の
用
地
交
渉
が
ど
う

な
る
か
で
、
ト
ラ
イ
ア

ル
の
西
側
の
用
地
の
使

い
方
が
限
定
さ
れ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

プ
ー
ル
３
回
目
の

手
直
し
は

う
こ
と
に
よ
り
交
通
量

が
増
え
、
危
険
性
が
増

す
等
の
理
由
で
、現
在
、

周
辺
道
路
の
整
備
は
進

捗
し
て
い
な
い
状
況
で

あ
り
再
検
討
が
必
要
な

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

町
道
の
メ
デ
ィ
カ
ル
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

部
分
の
拡
幅
、
電
柱
移

転
、
も
し
く
は
西
側
の

水
路
に
蓋
を
か
ぶ
せ
る

等
の
検
討
も
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

北
茂
安
運
動
広
場
の

代
替
地
に
つ
い
て
は
、

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
北
側
の

２
筆
の
用
地
を
相
談
し

て
い
る
が
同
意
を
得
る

問　

市
原
ト
ラ
イ
ア
ル

西
側
用
地
の
進
捗
状
況

は
。

答　

北
茂
安
運
動
広

場
代
替
地
も
当
然
選
択

て
、
缶
体
工
事
を
や
り

直
し
、
大
改
修
す
る
こ

と
も
一
つ
の
手
法
だ
と

思
う
が
。

答　

３
つ
の
可
能
性
が

あ
り
、
工
夫
を
加
え
塗

装
の
塗
り
直
し
、
プ
ラ

ス
ト
工
法
と
い
う
別
な

形
で
の
塗
り
直
し
、
缶

体
の
や
り
替
え
と
い

う
、
３
つ
の
方
法
が
選

択
肢
と
し
て
上
が
っ
て

い
る
。
ま
ず
は
一
定
程

度
、
し
っ
か
り
し
た
方

向
性
を
議
会
に
示
し
、

し
っ
か
り
町
民
・
議
員

の
皆
様
に
ご
支
持
い
た

だ
け
る
工
法
を
、
ま
ず

執
行
部
・
施
工
業
者
側

で
提
案
を
し
て
い
く
努

力
を
継
続
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

メディカルコミュニティセンター西側町道

Ｂ＆Ｇプール、塗装の塗り直し

牟
む

田
た

　秀
ひで

文
ふみ

 議員

問　

剥
離
を
起
こ
し
た

工
法
以
外
の
新
た
な
工

法
の
提
案
が
あ
る
と
聞

く
が
。

答　

現
在
、
町
長
・
副

町
長
・
関
連
部
長
及
び

問　

３
回
目
も
ま
た
剥

離
し
た
ら
、
思
い
切
っ

て
業
者
と
町
も
負
担
し

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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問　

ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て
伺
う
。

①
こ
れ
ま
で
の
本
町
の

納
税
額

②
現
在
の
基
金
の
積
み

立
て
状
況

③
基
金
の
取
り
崩
し
状

況④
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
言

わ
れ
る
隠
れ
経
費
に
つ

い
て

答　

①
令
和
元
年
度
は

６
月
か
ら
ふ
る
さ
と
納

税
の
新
制
度
か
ら
除
外

さ
れ
て
お
り
、
４
月
及

び
５
月
の
寄
附
額
が
約

８
２
０
０
万
円
、
２
年

度
は
７
月
７
日
総
務
省

告
示
に
よ
り
制
度
復
帰

す
る
こ
と
に
な
り
23
億

４
千
万
円
、
令
和
３
年

度
27
億
９
千
３
百
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

②
基
金
の
状
況
は
、
元

年
度
の
基
金
残
高
は
約

61
億
１
千
７
百
万
円
。

令
和
２
年
度
末
の
残
高

は
約
54
億
３
千
７
百
万

円
、
令
和
３
年
度
末
は

約
53
億
７
千
９
百
万
円
。

③
基
金
の
取
り
崩
し

は
、
令
和
元
年
度
は
約

30
億
６
千
４
百
万
円
。

令
和
２
年
度
が
約
32
億

３
千
万
円
。
令
和
３
年

度
が
約
33
億
６
千
３
百

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

④
マ
ス
コ
ミ
等
で
言
わ

れ
て
い
る
隠
れ
経
費
問

題
に
つ
い
て
は
、
令
和

５
年
４
月
14
日
の
朝
日

新
聞
に
、
全
国
の
寄
附

額
の
多
い
上
位
20
自
治

体
、
隠
れ
経
費
63
億
円

と
題
し
た
記
事
が
掲
載

さ
れ
た
。
総
務
省
は
返

礼
品
の
費
用
、
返
礼
品

の
送
付
費
用
、
広
報
費

用
、
決
済
等
事
務
的
費

用
は
寄
附
額
の
５
割
以

内
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ

る
。
新
聞
記
事
は
そ
の

ル
ー
ル
に
該
当
し
な
い

経
費
を
隠
れ
経
費
と
呼

ん
で
い
る
。
５
割
以
上

の
経
費
が
多
く
な
れ
ば

寄
附
を
受
け
た
自
治
体

の
税
額
が
減
少
す
る
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
り
み
や
き
町
と
し
て

も
多
く
の
事
業
が
で
き

た
こ
と
は
事
実
で
あ
る

が
、
税
に
な
る
は
ず
の

寄
附
金
が
経
費
と
し
て

消
え
て
い
か
な
い
よ
う

に
お
願
い
す
る
。

答　

頂
い
た
寄
附
を
本

当
に
い
い
事
業
と
し
て

使
っ
て
い
く
こ
と
は
非

常
に
大
切
な
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
る
。
今
後
鋭

意
経
費
縮
減
を
図
り
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
に
つ
い
て

ル
ー
ル
に
従
い
行
い
た
い

ら
来
る
車
が
東
分
の
国

道
２
６
４
号
合
流
で
の

混
雑
を
避
け
る
た
め
、

途
中
で
土
井
内
区
集
落

に
降
り
、
三
根
東
小
学

校
の
東
門
前
を
通
り
東

分
の
押
し
ボ
タ
ン
信
号

よ
り
久
留
米
方
面
に
行

っ
て
い
る
。
通
勤
時
間

帯
と
通
学
時
間
が
拮
抗

し
て
お
り
大
変
危
険
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
対
応
で
き
な
い
か

お
尋
ね
す
る
。

答　

国
道
２
６
４
号
と

県
道
諸
富
西
島
線
の
信

号
の
な
い
東
分
地
区
の

合
流
点
は
、
鳥
栖
久
留

米
方
面
へ
の
通
勤
者
で

大
変
混
雑
し
て
い
る
。

対
策
の
一
環
と
し
て
、

今
年
度
、
東
門
前
通
学

路
の
舗
装
打
替
え
工
事

が
計
画
さ
れ
て
お
り
、

減
速
を
促
す
路
面
標
示

な
ど
検
討
し
、
対
策
の

強
化
を
図
り
た
い
。

問答

筑後川堤防から土井内区への降り口

問　

朝
の
通
勤
時
間
帯

に
、
天
建
寺
橋
方
面
か

三
根
東
小
学
校
の

東
門
前
の
通
学
路

岡
おか

　　友
ともきよ

清 議員

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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地
方
自
治
法
に
基
づ
き

町
長
が
監
査
委
員
に
要

求
し
た
ふ
る
さ
と
納
税

事
務
執
行
調
査
の
監
査

結
果
報
告
書（
三
項
目
）

報
告
一
項
目

　

平
成
29
～
30
年
度
の

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

及
び
返
礼
品
取
扱
業
者

選
定
等
に
係
る
事
務
執

行
の
適
否
に
つ
い
て
。

　

本
町
は
国
の
要
請
等

に
囚
わ
れ
ず
寄
附
金
獲

得
を
続
け
た
結
果
、
１

年
４
か
月
指
定
除
外
さ

れ
た
。
町
は
要
綱
や
返

礼
率
決
定
基
準
等
を
制

定
し
て
公
平
公
正
に
行

う
べ
き
だ
っ
た
。

①
元
副
町
長
は
兼
業
兼

職
②
㈱
三
根
CC
の
財
務

書
類
の
提
出
な
し
③
町

は
多
額
の
報
償
費
を
支

払
っ
て
い
る
。

答　

兼
業
規
制
に
該

当
す
る
か
ど
う
か
の
確

認
を
す
る
た
め
の
調
査

は
、
地
方
税
法
第
２
９

８
条
の
調
査
の
目
的
に

該
当
し
な
い
。
い
ろ
ん

な
調
査
方
法
、手
法
が

あ
る
。慎
重
に
検
討
す

る
。

問　

昨
年
、
町
民
４

千
人
以
上
か
ら
の
真
相

究
明
の
調
査
請
願
を
否

決
。
監
査
委
員
に
よ
る

監
査
で
違
法
性
が
強
く

疑
わ
れ
て
い
る
。
兼
業

兼
職
に
行
政
・
議
会
は

取
り
組
む
時
期
で
は
な

い
か
。

答　

調
査
は
権
利
権
限

等
を
確
認
。
町
民
・
議

会
と
継
続
的
に
調
査
し

た
い
。

物
品
納
入
す
る
法
人
の

三
根
CC
代
表
取
締
役
に

就
任
し
て
い
た
こ
と
の

適
否
に
つ
い
て
。

　

地
方
税
法
、
同
法
施

行
令
及
び
行
政
実
例
に

お
い
て
、「
町
が
２
分

の
１
以
上
出
資
し
て
い

な
い
法
人
で
、
町
に
対

す
る
請
負
額
が
50
％
以

上
を
占
め
る
場
合
は
明

ら
か
に
該
当
す
る
」
と

さ
れ
て
お
り
、
当
法
人

に
４
億
円
強
の
報
償
費

を
支
出
、
法
人
設
立
初

期
の
商
行
為
と
し
て
は

多
額
で
、
本
規
定
に
該

当
し
て
い
た
可
能
性
あ

り
。
財
務
書
類
を
精
査

す
る
必
要
が
あ
る
が
提

出
さ
れ
て
い
な
い
。
監

査
機
能
で
は
限
界
。

益
を
プ
ー
ル
し
て
い
て

何
時
で
も
資
本
注
入
で

き
る
」
と
答
弁
。

　

私
は
令
和
３
年
第
３

回
定
例
会
一
般
質
問
で

リ
バ
ー
サ
イ
ド
三
根
へ

の
資
本
注
入
が
あ
る
の

か
た
だ
し
た
が
、
無
い

と
回
答
を
得
て
い
る
。

　

元
副
町
長
報
酬
と
三

根
CC
の
利
益
の
報
酬
の

二
重
支
払
は
町
の
損
失

だ
。
虚
偽
答
弁
に
値
す

る
。
公
正
公
平
で
な
い

公
金
支
出
は
政
治
倫
理

的
問
題
で
あ
り
、
地
方

税
法
２
９
８
条
質
問
権

を
適
用
し
て
、
人
・
物
・

金
の
流
れ
を
調
査
し
、

全
容
解
明
す
べ
き
。

虚
偽
答
弁
に
値
す
る

　
　
　
　
　

報
酬
の
支
出
は
町
の
損
失
だ

議
会
と
継
続
的
に
調
査
し
た
い

問答

問　

財
務
書
類
は
提
出

し
た
ら
困
る
か
ら
だ
。

三
根
CC
の
立
ち
上
げ
は

平
成
29
年
第
４
回
定
例

会
一
般
質
問
で
同
僚
議

員
か
ら
㈱
リ
バ
ー
サ
イ

ド
三
根
の
１
億
５
千
万

円
の
負
債
返
還
に
、
ふ

る
さ
と
寄
附
金
を
使
え

な
い
か
と
の
質
問
が
発

端
。
令
和
元
年
第
２
回

定
例
会
の
同
僚
議
員
の

再
質
問
に
、
前
町
長
は

「
商
社
を
つ
く
り
利
益

を
リ
バ
ー
サ
イ
ド
三
根

に
資
本
注
入
す
る
、
実

質
第
３
セ
ク
タ
ー
的
な

商
社
と
し
て
副
町
長
を

社
長
に
、
町
か
ら
出
損

金
な
し
。
一
期
目
は
利

問　

ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
事
業
者
の
契
約
行

為
が
問
題
だ
。
現
在
の

対
策
は
。

答　

令
和
４
年
に
町
返

礼
品
要
綱
を
作
成
、「
町

長
が
特
別
に
認
め
る
」

は
削
除
。

報
告
二
項
目

　

令
和
２
年
度
一
般
会

計
に
お
け
る
加
湿
器
・

空
気
清
浄
機
購
入
に
係

る
事
務
執
行
の
適
否
に

つ
い
て
。

　

特
に
不
適
切
な
点
な

し
。

報
告
三
項
目

　

元
副
町
長
が
平
成
30

年
２
月
か
ら
令
和
２
年

４
月
ま
で
み
や
き
町
に

宮
みやはら

原　宏
ひろ

典
のり

 議員

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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問　

２
０
２
０
年
、
町

が
主
体
と
な
り
「
み
や

き
な
で
し
こ
ク
ラ
ブ
」

を
設
立
。
現
在
４
年
目

を
迎
え
て
い
る
。
当
初

Ｕ
15
で
ス
タ
ー
ト
し
、

現
在
は
Ｕ
18
・
Ｕ
12
・

一
般
ま
で
拡
大
さ
れ
て

い
る
。ま
た
、運
営
費
に

つ
い
て
は
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
寄
附
金
を
財
源

に
運
営
し
て
い
く
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
ふ

る
さ
と
寄
附
金
の
受
入

額
が
年
々
減
少
し
て
い

る
た
め
、
一
般
財
源
の

持
ち
出
し
が
増
え
る
の

で
は
と
懸
念
し
て
い
る
。

　
「
み
や
き
な
で
し
こ

ク
ラ
ブ
」の
現
状
と
、ど

こ
へ
導
こ
う
と
さ
れ
て

い
る
の
か
お
伺
い
す
る
。

答　

当
初
Ｕ
15
で
ス
タ

ー
ト
し
、
現
在
は
幼
児

か
ら
社
会
人
ま
で
計
53

名
。
活
動
の
目
的
と
し

て
は
、
町
の
地
方
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心

に
女
子
サ
ッ
カ
ー
を
位

置
づ
け
、
女
子
サ
ッ
カ

ー
を
核
と
し
た
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

に
よ
り
町
全
体
を
活
性

化
し
て
い
く
。
将
来
は

ト
ッ
プ
リ
ー
グ
参
入
を

目
指
す
。

　

財
源
に
つ
い
て
は
、

一
般
財
源
を
極
力
使
う

こ
と
な
く
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
や
ス
ポ
ン

み
や
き
な
で
し
こ
ク
ラ
ブ
の
将
来
像
を

　
　
　
　
　

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

将
来
は
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
参
入
を
目
指
す

問答
サ
ー
の
寄
附
を
充
て

る
。
４
年
度
か
ら
は
、

み
や
き
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
に
ス
ポ
ー
ツ

業
務
を
委
託
し
、
４
年

度
約
１
千
２
百
万
円
、

５
年
度
２
千
４
百
万
円

の
予
定
で
あ
る
。

問　

こ
れ
ま
で
の
説
明

は
理
想
的
す
ぎ
る
。
い

ち
早
く
民
営
化
し
て
財

政
的
不
安
を
払
拭
し
て

ほ
し
い
。

答　

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
一
般
社
団
法

人
で
あ
り
、
女
子
サ
ッ

カ
ー
は
既
に
民
営
化
し

て
い
る
。
ス
ポ
ン
サ
ー

営
業
も
し
っ
か
り
や
っ

て
い
く
。

答　

国
道
２
６
４
号

三
根
校
区
５
０
０
０
ｍ

中
、
未
整
備
区
間
は
３

３
０
０
ｍ
。
東
部
土
木

事
務
所
に
対
し
て
、
和

泉
交
差
点
か
ら
六
田
交

差
点
の
間
、
本
分
橋
か

ら
西
島
交
差
点
ま
で
の

間
を
整
備
優
先
順
位
の

上
位
と
し
て
回
答
し
て

い
る
。
早
期
の
事
業
化

に
向
け
て
検
討
す
る
よ

う
県
に
要
望
す
る
。

国
道
２
６
４
号
の

歩
道
整
備
に
つ
い
て

老
々
介
護
に
つ
い
て

問　

国
道
２
６
４
号
の

本
分
橋
か
ら
西
島
交
差

点
の
間
、
歩
道
が
未
整

備
で
あ
る
。
こ
の
区
間

は
カ
ー
ブ
に
な
っ
て
い

る
こ
と
で
、
沿
線
の
店

舗
に
ト
ラ
ッ
ク
が
突
っ

込
む
事
故
も
発
生
し
て

い
る
。
是
非
早
期
の
歩

道
整
備
を
望
む
。

に
回
答
さ
れ
た
の
か
。

答　

家
族
介
護
者
へ
の

支
援
は
行
っ
て
い
る
か

の
問
い
で
は
「
介
護
用

品
等
の
支
給
を
実
施
」、

介
護
者
へ
の
慰
労
金
の

支
給
で
は
「
実
施
し
て

い
な
い
」
と
回
答
。

問　

日
本
の
介
護
保
険

制
度
で
は
、
原
則
家
族

介
護
者
へ
の
報
酬
は
払

わ
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
現
状
で
は

自
宅
待
機
者
、
介
護
支

援
員
不
足
、
増
加
す
る

高
齢
者
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
家
族
介
護
者

へ
の
、
相
応
の
報
酬
を

出
す
べ
き
時
期
に
あ
る

と
思
う
が
い
か
が
か
。

答　

入
所
待
機
者
の
負

担
軽
減
の
た
め
に
は
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
施

設
以
外
の
事
業
を
勧
め

て
い
る
。家
族
介
護
者
へ

の
報
酬
に
つ
い
て
は
、今

後
研
究
さ
せ
て
も
ら
う
。

国道264号本分橋東側

大
おお

石
いし

　安
やす

弘
ひろ

 議員

問　

国
に
よ
り
老
々
介

護
に
関
す
る
自
治
体
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。

　

町
と
し
て
ど
の
よ
う

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す



−17−

定年後に宮崎県から移住された70代男性定年後に宮崎県から移住された70代男性

20代一児の親子20代一児の親子

佐
賀
県
知
事
か
ら
表
彰

佐
賀
県
知
事
か
ら
表
彰

　

町
議
会
議
員
と
し
て
20
年

以
上
の
長
き
に
わ
た
り
地
方

自
治
の
振
興
に
尽
力
し
、
県

勢
の
育
成
発
展
に
寄
与
さ
れ
、

そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
賀
副
議
長
は
、
合
併
前

の
三
根
町
で
平
成
３
年
に
初

当
選
。

　

合
併
後
の
み
や
き
町
で
は

現
在
４
期
目
で
、
令
和
４
年

３
月
か
ら
は
副
議
長
を
務
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

古
賀 

通 

副
議
長
が
、
５
月
９
日
、
県
政
功
労
者
知
事

表
彰
を
受
賞
。

街かど街かど

インタビューインタビュー

広報委員が　　　に出て

インタビューしてきました！
街

先々コミュニティバス
を利用したいが、交通
網がよくわからない

公園が少ない
子どもの習い事が
少ない

改善してほしい点は？

都会（鳥栖市・久留米市）が近
くにあり便利、空気がきれい

鳥栖市や久留米市に
近く住みやすい

みやき町に住んで良かったことは？

みやき町のいいところは？

困っていること、不安なことは？

市村記念メディカルコミュニティセンター
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◎
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長　
　

平
野　

達
矢

副
委
員
長　

西
村
健
一
郎

委　

員　
　

末
次　
　

優

委　

員　
　

長
瀬　

宣
宏

委　

員　
　

吉
村　

哲
雄

委　

員　
　

武
田　

光
邦

編

集

後

記

　

千
栗
土
居
公
園
内
に
あ
る
蓮
生
溜
池

で
は
、今
、蓮
の
花
が
華
麗
に
咲
き
誇
っ

て
い
ま
す
。

　

六
月
初
旬
よ
り
開
花
し
た
二
千
年
蓮

は
地
元
の
人
た
ち
の
丹
精
込
め
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
、
今
年
も
見
事

に
開
花
し
、
見
る
人
の
心
を
和
ま
せ
て

い
ま
す
。

　

遠
く
は
福
島
県
か
ら
カ
メ
ラ
マ
ン
の

ご
夫
妻
が
テ
レ
ビ
を
見
て
来
場
と
の
こ

と
。
観
光
バ
ス
ツ
ア
ー
で
も
県
内
外
の

多
く
の
方
々
が
来
場
さ
れ
ま
す
。

　

み
や
き
町
に
お
住
ま
い
で
、
ま
だ
見

ら
れ
た
こ
と
が
な
い
方
は
是
非
一
度
見

に
行
か
れ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

み
や
き
町
議
会
も
、『
み
や
き
二
千

年
蓮
を
見
守
る
会
』
を
支
援
し
て
い
ま

す
。�

（
武
）
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次回定例会（９月）

午前９時30分開会

　 会期予定    

９月４日（月）　

　～ 22日（金）

　 一般質問    

９月15日（金）、

　  19日（火）、

　 20日（水）

※この会期日程等は予定であり、
変更となる場合があります。
　最新の日程は、みやき町ホー
ムページまたは議会事務局（94-
5728）でご確認ください。

表
紙
の
写
真

梅
雨
の
晴
れ
間
に

ち
ょ
っ
と
一
服

シ
リ
ー
ズ　

　
　
〔
第
１
回
／
全
４
回
〕

農　

業

　

４
回
に
わ
た
っ
て
、
わ
が
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る 

『
農
業
』 

に
従
事
し
て
い
る
姿
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
て
い
き
ま
す
！

　

初
回
は
、
田
植
え
の
真
っ
最
中
、
米
作
り

に
汗
を
流
す
農
家
の
方
を
取
材
し
ま
し
た
。

品
種
は
何
を
植
え
て
い
ま
す
か
？

　

今
年
は
、「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」、「
さ
が
び

よ
り
」
を
メ
イ
ン
に
田
植
え
し
ま
し
た
。

農
業
支
援
に
つ
い
て
、

　
　

町
へ
の
要
望
は
あ
り
ま
す
か
？

　

他
市
の
よ
う
に
、
ス
マ
ー
ト
水
管
理
や
、

ド
ロ
ー
ン
の
補
助
が
あ
っ
た
ら
い
い
と

思
い
ま
す
。

今
一
番
困
っ
て
い
る
こ
と
は
？

　

肥
料
代
が
高
騰
し
て
い
る
の
で
大
変
で
す
。

　

何
か
補
助
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

み
や
き
町
の
い
い
と
こ
ろ
は
？

　

子
育
て
支
援
が
充
実
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
い
い
と
思
い
ま
す
。

若手農家の岡さん


